
特 12　工学部 100年の礎を考える

空襲・地震を生き抜いたクスノキの老樹 福井大学工業会 福の井会 記念講演（2023 年 7 月 8 日）

福井工業大学教授　市　川　秀　和
（建築学専攻H5修了・システム設計工学専攻H8修了）

工学部100年の礎を考える

キャンパス

1 東京 東京工業大学 移転

2 大阪 大阪大学工学部 移転

3 1905 名古屋 名古屋工業大学 〇

4 熊本 熊本大学工学部 〇

5 仙台 東北大学工学部 〇

6 米沢 山形大学工学部 〇

7 秋田 秋田大学理工学部 〇

8 1915 桐生 群馬大学理工学部 〇

9 横浜 横浜国立大学理工学部 移転

10 広島 広島大学工学部 移転

11 金沢 金沢大学工学部 移転

12 1921 神戸 神戸大学工学部 移転

13 浜松 静岡大学工学部 移転

14 徳島 徳島大学理工学部 〇

15 福井 福井大学工学部 〇

16 長岡 新潟大学工学部 移転

17 1924 山梨 山梨大学工学部 〇

18 室蘭 室蘭工業大学 〇

19 盛岡 岩手大学理工学部 〇

20 多賀 茨城大学工学部 〇

21 宇部 山口大学工学部 〇

22 新居浜 愛媛大学工学部 移転

23 久留米 久留米工業高等専門学校 〇

24 1943 長野 信州大学工学部 〇

25 高岡 富山大学工学部 移転

26 和歌山 和歌山大学システム工学部 移転

27 彦根 滋賀県立大学 移転

1923

旧制　官立　高等工業学校
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1944

　　校名　新制大学

1910

1922

1901

1906

1920

創立年

明
治
期

大
正
期

昭
和
戦
中
期

福井高等工業学校・福井工業専門学校から福井大学工学部へ

１．はじめに　福井の戦後復興と卒業生の活躍
　これまで8年近く建築史の研究視座から、誰も踏
み込んでいない戦後福井の建築都市復興の解明を地
道に取り組むなかで、確かな手応えと勇気づけられ
る秘話に幾度も直面してきた。それは、福井大学工
学部の前身である福井高等工業学校を卒業した建築
技術者が、空襲と地震で壊滅した郷土復興に向けて、
命がけで奮闘する生々しい姿であり、その技術者と
しての生き方に内面から沸き立つ感動を禁じ得な
かった。かかる福井県戦後建築史の研究調査を進め
るうちに、母校・福井大学工学部への誇りと愛情が
こころの奥底から自ずと溢れ出してきたのである。
　このような母校への想いを同窓会で話してほしい
と塚田律夫氏から誘われ、2019年6月の北陸支部
総会で初めての講演を行った。その後、戦前の学校
創設から戦後の新制大学誕生への変遷を建築だけで
なく繊維、機械など全ての学科を射程に入れて詳細
に調べ出した頃、工業会事務局の絹谷信博氏と谷口
秀次氏、上田弘文氏のご尽力から、2023年7月「福
の井会」で講演する貴重な機会を得た（次頁の新聞
記事参照）。

２．文京キャンパスの歴史的意味とクスノキの老樹
　現在の福井大学文京キャンパス内の工学部エリア
は、戦前の福井高等工業学校の敷地全体を引き継い
だことから、創立以来100年の歴史を有する。左
表から福井のように戦前の学校敷地を継承する国立
大学工学部は半数程度に過ぎない。しかも東京・大

旧制・官立高等工業学校から新制・国立大学工学部等へ
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福井新聞（2023 年 8 月 23 日）

阪・横浜・広島・長岡のような敗戦末期の大空襲に
よる壊滅都市では、戦後の新制大学誕生に当たって
「移転」による新たなキャンパス整備が一般的な選
択であったことを考え合わせると、福井は極めて稀
なケースと言わなければならない。大空襲に加えて
３年後の大地震まで被った悲劇的な福井市におい
て、なぜ新制大学の誕生が戦前と同一の敷地で実現
できたのか、他大学の事例から比較するとき、その
歴史的意味は実に深いと考えなければならないだろ
う。なお現在の文京キャンパス正門近くに立つクス
ノキの老樹が、空襲・地震と続く幾多の悲運を力強

く生き抜き、100年にわたるキャンパスの歴史と
風景を見守ってきたことは疑いえない。ともかく文
京キャンパスの有する歴史的意味と、そこから未来
に向けて何を学ぶのかを後述したいと思う。

　そこで以下の本文では、福の井会での講演に続い
て同年12月9日の創立記念祝賀会で講演した内容
に基づき、その概要を報告する。なお補足として
工学部ホームページの「工学部創立100周年記念動
画」を参照していただければ幸いである。
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３．工学部創立100年の歩み と 伝統の絆
　工学部100年の歴史と伝統を全て詳細に把握す
ることは容易でないものの、その全体像の輪郭を捉
えるには、まず福井高等工業学校と福井工業専門学
校による戦前を中心とした前半期と、戦後の新制・
福井大学工学部誕生から現在までの後半期に大きく
二分することが有効であろう。かかる認識の上で
100年のイメージを図式化したものが上図であり、
左側の上にキャンパス図を掲載し、左側の下が前半
期、そして右側に後半期を、それぞれ重要な人物（校
長、工学部長）と建物の写真等で取り纏めたもので
ある。ただし全てを網羅出来るはずもなく、残念な
がら掲載を断念したものについてはお許し願いたい。
創設から100年をかけて日本海側最大規模の工学
部組織へと躍進してきた苦難と栄光の歩みを１枚の
イメージ図でもって、皆さんと共有したいと願って
のことである。
　このイメージ図の作成を通して明確に察知したこ
とは、こうした工学部－地域－卒業生を貫く絆の伝
統を決して失わずに未来へ繋げる責務であった。工
学部の躍進は常に地域の産業文化発展とともにあ
り、工学部と地域社会が相互に信頼し支え合ってき
た100年の結実にほかならない。そして両者を繋
ぐ役割を卒業生が多大に献身的に担ってきたからこ
そであった。

４．関東大震災直後の学校創設 と 開校をめぐって
　1923（大正12）年12月10日付にて福井高等工
業学校が創設された歴史的意味を考える時、決して

1923（大正 12）年 9 月 1 日 11 時 58 分に発生した関東大震
災による帝都東京の壊滅状況

1923（大正 12）年 12 月 11 日付にて
福井高等工業学校・初代校長を
拝命した 關 盛治（1878 ～ 1933）

黒川誠三郎
（福井精練）

佐野利器
（東京帝国大学）
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見落とせない重大事が、その３ヶ月前の関東大震災
である。つまり関東大震災によって壊滅した帝都東
京において被災した文部省は、焼け残った大手町の
台湾銀行に避難し、その屋上の仮設事務所内で福井
高等工業学校の創設準備が、初代校長拝命予定の關
盛治を中心に進められていた。この時45歳の關は、
ヨーロッパ留学の経験から最先端の繊維産業に精通
した上に、米沢・桐生・京都の勤務経験から国内事
情にも詳しく、福井の新興繊維業の発展を目的とし
て新設される高等工業学校・校長に最適の人物とし
て抜擢された。ただし關自身は、主治医から余命２
年の宣告を受けていたことを胸中に固く秘して、大
震災の惨状のただ中で誕生する学校の運命に、命を
かけた生涯最期の仕事と覚悟して立ち向かったであ
ろうことは想像に難くない。
　その關が真っ先に取った行動は、まず福井の実情
を把握しようと、イギリス留学時代に知り合った福
井精錬の黒川誠三郎への相談であった。後年の黒川
が当時を回想した文章から確認できる。さらに文部
省が設置予定とした繊維と機械の２学科編成に対し
て關は、関東大震災の惨状を踏まえ、日本海側で初
となる建築科の増設を強く要望したのであった。こ
れには、關の親友で建築耐震構造を専門とした佐野
利器（東京帝国大学教授）の助言があった。かかる
關の要望に対し、壊滅した帝都復興に直面する文部
省は甚だ困惑したようで、増設予算が見込めない事
を条件に建築科設置がようやく認められた。こうし
て建築科・機械科・繊維工業科（紡織分科・色染分科）
の３学科による学校設立が最終的に決定し、翌年4

月開校に向けた教員採用や学生募集、校舎建設等の
準備が急ピッチで進んだのである。
　福井高等工業学校は、1924（大正13）年4月10
日に入学式を挙行し、全国から95名の第１期生を
迎え入れて３ヵ年の学校生活がスタートした。定員
120名を大幅に上回る応募者があったものの、合
格基準を厳しくした結果である。また雪国の福井に
優秀な教員が集ったのは、關校長の人脈とその人間
性に拠るものであろう。その後の学校運営で中心と
なった教員は、關の愛弟子・吉田喜一と若手の坂部
保治、宮岡宇一郎らであった。特に坂部と宮岡は、
戦後の新制大学誕生への移行においても活躍した最
古参の教授となった。

生徒の制服・制帽・帽章など
詰襟に学科バッジを付けた
　A：建築　M：機械
　T：紡織　D：色染
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５．初代校長・關盛治の教育愛：熱誠人のことば
　關盛治とは、どのような人物だったのか。雪深い
信州松本にて貧しい下級武士の家に生まれた關は、
幼年時から奉公に出たものの、周囲の温かい援助が
あって東京帝国大学へ進学して機械工学を学んだ。
卒業後、発明家・豊田佐吉との運命的な出会いから、
自動織機の開発に貢献し、そしてヨーロッパの最新
繊維産業を学ぶために留学した。しかし異国の地で
人間が誠実に生きる上で大切な信仰に辿り着き、洗
礼を受けた。こうして關は、人情溢れる高貴な人格
と強靭な意志をもつ内剛外柔の技術者として成長し、
「熱誠人」と周囲から呼ばれるようになったという。
　關の教育信念については、没後に遺された原稿等
が編集された新書版『工業教育一家言』から知るこ
とができる。ここから熱誠人のことばを紹介すると、
「学生は単に機械的に注入せられたる知識の容器で
あってはならぬ」として詰め込み教育を痛烈に批判
し、学生の主体性を信じて「教える者は教えらるる
者に対し親愛の情を熱誠の力に寄せて進まねばなら
ぬ」と吐露しており、この遺著には今なお味読する
に足る内容が詰まっているのである。
　こうした關の教育信念に教員たちも深く共感して、
学科を超えた教員ネットワークが生まれた。その中
で学生たちは關ら教員を敬愛し、一つの家族のよう
な強い絆を育みながら、高貴な人格と強い身体、そ
して実践的な専門技術を厳しくも温かい指導を受け
て一人一人が主体的に成長していった。關の健康状
態から校長を辞するにあたり、学生から延期願いが
出たのは故無き事ではない。

機械科の授業風景（本館２階 階段大教室）

生徒控所には、食堂と売店があり、
学科を越えた生徒たちの交流の場であった
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６．同窓会の設立経緯：卒業生と母校の連携
　第１期生の卒業式は1927（昭和2）年3月10日
に行われ、61名（A22・M16・T16・D7）のみ実
社会に巣立つことが許された。５年後の卒業生は
450名を超え、全国各地から「同窓会」設立の声が
度々出て来たものの、初代校長・關盛治は反対の立
場を最後まで貫いた。關が父親のように語る「植木
鉢の松よりも、深山の松であって欲しい」との願い
から、学校の歴史はまだ浅く馴れ合いの集団をつく
るよりも、実社会で独り生き抜く人間力と専門力の
向上を優先すべきという厳しい姿勢であったと伝え
られている。この關の意志を２代校長の前田復三も
受け継ぎ、創立10周年を迎えても同窓会の設立は
実現しなかったわけである。
　ところが1933年の關の逝去に続き1937年に前
田が急逝し、その葬儀にあたって全国各地の卒業生
に連絡が取れないことに困惑した第１期生７名らが、
３代校長の太田代唯六に懇願したところ即時に快諾
され、漸く「福井高工同窓会」が1938（昭和13）年
3月6日に設立された。この時の卒業生は約1,200
名にもなり、発起人の中から初代理事長の伊藤義朗
が選出された。翌年12月に文庫本サイズの『同窓
會會員名簿』が初めて発刊され、学科を超えた卒業
生の繋がりと母校との連携協力が徐々に強化され、
同窓会の組織づくりが着実に進んだ。アジア太平洋
戦争の拡大から卒業生も続々と戦地へ送られていく
当時、同窓会は卒業生と母校を繋ぐ大切な心強い
「絆」であったに違いない。戦中から終戦に至る過
酷な状況下で、この大切な絆を守り抜いたのは、2
代理事長の竹内久正であった。

　戦後、竹内らの同窓会役員は、卒業生の生存確認
を実施して名簿作成に着手した。さらに新制大学
発足直後に改称して「工業会」となり、戦後福井の
復興のために母校と地域を繋ぐため、「福井復興博」
終了後の1953年に産官学連携の原点となる「繊維
工業研究所」設置に多大な経済支援などを積極的に
行った。
　1966年から3代理事長・黒川誠一のもとで全国
の支部組織が体制強化され、母校との多様な連携も
活発化した。特に1974年の工学部創立50周年記
念として『福井大学工学部五十年史』発刊と、正門
横に植樹された美しい樹形のケヤキは、創立時を偲
ぶクスノキとともにキャンパスの固有な風景を創り
出している。
　21世紀を迎えて４代理事長に就いた川上英男は、
大学創立50周年記念事業の「アカデミーホール」建
設、そして2014年の工学部創立90周年記念事業
として「初代校長・關盛治胸像」再建を成し遂げた。
　５代理事長・堀照夫のもとで、2018年の「大
学同窓経営者の会」発足など数多い事業を支援し、
2023年12月9日には「工学部創立百周年」記念祝
賀会が挙行され、2024年7月20日に記念式典が
予定されている。そして工業会は、新たな一歩を踏
み出すことになる。

３代 黒川誠一 ４代 川上英男 ５代 堀 照夫
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教練・軍需工場実習」等が実施された。軍需工場は
県内だけでなく岐阜等の県外にも及び、学生は工場
内で宿泊して厳しい作業に従事させられながらも、
教員が定期的に訪問して特別授業を行って励まし
合ったと伝えられている。なお学徒動員は無かった
ものの、多くの卒業生が召集されて戦場へ送り込ま
れ、戦死の悲報が学校へ続々と届く異常事態となっ
た。卒業生の戦死者の実態は未だ不明であり、200
名以上になると思われる。
　こうした戦時中に福井市内の遺族たちが戦死者を
弔う場所を求めた依頼に応えて、建築科教授の吉田
宏彦が1938年に「福井市忠霊場」を設計した。
　さらに敗戦末期の1945年7月には、福井市中心
部が空襲によって炎上し、学校の校舎も全て焼失し
てしまう大惨事となった。ようやく終戦を迎えても
学校は再開できず、学生と教職員は散り散りとなっ
てしまい、途方に暮れる重松校長と坂部教授らの下
へ、舞鶴市より海軍の空き兵舎への移転受け入れの
要望があった。これに対して坂部が移転はありえな
いと大激怒して、校長と共に連絡が付く学生と教職
員を集めて緊急集会を開き、参加者全員一致の「移
転反対・現状維持」を決議して地元新聞に発表した。
この学校の決断に応じた熊谷太三郎・福井市長は、
緊急市議会を開催した上で移転に対し「断乎反対」
を発表した。実は終戦直後から坂部教授と熊谷市長
は、学校の再建と市の復興に向けた相互協力の必要
性を話し合っていたのである。

戦時中は「軍事教練・軍需工場実習」が実施された

建築科・吉田宏彦教授が 1938 年に設計した
「福井市忠霊場」が足羽山内に現存する

７．卒業生の戦死・校舎焼失、戦後の移転問題
　昭和12年の上海・支那事変に始めるアジア太平
洋戦争が激化していく時勢において、授業に「軍事
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むために、熊谷市長と連携して数多くの復興事業と
ともに進めた。この時、学校と福井市の間で活躍し
てくれたのが卒業生の技術者（建築・繊維・機械な
ど）であったことを決して忘れてならないだろう。
　こうして校舎の再建と市の復興事業が両輪のよ
うに動き出した頃の1948年6月に大地震が発生し、
福井市中心部は再び壊滅状態となった。空襲時の２
倍以上の死者数であり、再建された校舎も全て倒壊
した。
　この２度目の危機に坂部はかなり困惑したよう
で、学校存続が無理であれば金沢の工業学校に受け
入れてもらえないかと連絡したところ、快諾の返事
があったという。ところが熊谷市長から再び協力関
係の相談があり、坂部は学校存続を決意した。その
うえ満州から帰郷して若手教員となった五十嵐直雄
は、東京へ出て建築家として活動する計画であった
が、坂部の熱心な協力依頼から福井に残る決心が出
来たという。
　しかし前途多難であった。文部省からは師範学校
等と統合して翌1949年に誕生する新制国立大学工
学部の体制づくりが課せられたのである。そこで重
松校長が初代工学部長となり、創立以来の最古参の
坂部教授と宮岡教授が中心となって建築学科・紡織
学科・繊維染料学科の３学科体制でもって1949年
5月に正式発足した。なお機械と電気の教員は共通
科目を担当し、2年後の学科増設に向けて着実に準
備したのである。

1945 年 7 月の空襲による全校舎焼失後、戦後復興で再建した
校舎が、３年後の 1948 年 6 月の地震で倒壊し、翌年の新制大
学発足が危ぶまれた

８．地震による校舎倒壊から 新制大学の誕生へ
　終戦直後の舞鶴移転問題を克服した重松校長と坂
部教授らは、校舎再建と授業再開を最優先に取り組
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模の学科構成に至った。また福井市内の復興事業も
着実に進んだことから、1952年4月から「福井復
興博覧会（通称：繊維博）」が工学部キャンパスに隣
接して開催された。終了後の博覧会敷地は福井大学
へ無償譲渡されるとともに、鯖江から学芸学部を同
敷地へ移転させて、２代工学部長となった坂部の下
で、現在の文京キャンパスの基礎が形づくられたわ
けである。
　さらに工学部では、復興博覧会で協働した大学と
地元繊維業界との関係を発展させるため、翌1953
年に「繊維工業研究所」をキャンパス内に新設した
のである。これには工業会理事長・竹内久正を中心
とした卒業生の多大な支援があったからこそであり、
現在の福井大学産学官連携本部の源流と位置付けら
れる。
　このように工学部の誕生から学科の増設、研究所
の新設など躍進する反面、その将来に命を捧げた一
教授の死を忘れてはならない。大学発足時に、教員
の教授資格として業績や博士号が審査され、特に高
等工業学校以来の教員には厳重に求められた。そこ
で最古参の宮岡宇一郎教授が率先して博士論文の執
筆に挑み、日々の過酷な実験から体調を悪化させな
がら纏め上げ、京都大学での博士論文公聴会を終え
た2ヶ月後、59歳で壮絶な死を迎えた。宮岡の愛
弟子・清水融は、師へのレクイエムに研究継承の決
意を込めた。そして宮岡・清水の精神は、いま堀照
夫に受け継がれている。

宮岡宇一郎教授の博士論文公聴会
題目「ジシアンジアミドを用いる繊維処理剤の研究」
1956（昭和 31）年 11 月 29 日：京都大学

故宮岡宇一郎教授　工学部葬儀 
1958（昭和 33）年 2 月 9 日：福井大学

９．キャンパスの形成と一教授の壮絶な死
　福井大学工学部の発足時は、建築・紡織・繊維の
３学科から始まったものの、２年後の1951年には
機械・電気が復活して戦前の高等工業学校と同等規
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10．五十嵐学長が遺したもの：母校への限りなき愛
　その後、福井大学工学部は1964年に７学科体制
まで進展して、日本海側での最大規模の工学研究教
育組織へと躍進を続けた。さらに1965年に念願の
大学院工学研究科修士課程（６専攻）を設置するに
至った。こうした背景に国内では戦後復興を成し遂
げ、高度成長期へ突き進み、1960年の東京計画か
ら1964年の東海道メガロポリス計画と東京オリン
ピック開催など、豊かさと好景気に上昇する時代動
向があった。
　なお、こうした時代の変遷に「光」と「影」がある
とすれば、1960年の安保闘争から全国で徐々に過
激化する多様な幅広い社会運動にも注視する必要が
ある。そして60年末には大学紛争が全国で広がり、
1970年前後には福井大学にも及び、各地の過激な
集団が入り混じったこともあって、福井大学の紛争
は長期化して全国メディアで取り上げられる事態に
大きく展開し、ついに機動隊の出動までに至った。
　こうした福井大学の紛争状況に対して文部省は、
次の学長選に元文部大臣・永井道雄を強く推薦して
きたが、これに対して当時の福井大学は、大学自治
は自ら護るとして断固拒絶して、工学部長で建築学
科教授の五十嵐直雄を次の学長として擁立した。さ
らに県民からも応援する活動が広がり、五十嵐への
期待と信頼がいっそう高まった。こうして1977年
に６代目の県人学長となった五十嵐は、真っ先に大
学紛争に関わる学生たちと愛情をもって真摯に向き
合い、学生の将来のために熱い想いを尽くしたこと
で、ようやく落ち着いたキャンパス風景を取り戻した。

　さらに五十嵐は、福井大学の海外へのグローバル
化を視野に入れて日下部・グリフィス学術交流基金
を設立し、アメリカ・ラトガース大学との学術交流
協定を締結し、現在につながる国際的礎を築いた。
　そして五十嵐直雄は、学内外からの期待に応え
続けた2期６年となる学長職を勤め上げた。その
1983年5月の退任を前に、４月の入学式で新入生
に向けた学長の最後のことばとして「母校に対する
限りなき愛」を４年後の卒業時には感じてほしいと
心からのエールを贈ったのである。五十嵐が遺した
ことばは、福井大学で学び育った卒業生一人一人に、
いつまでも語りかけてくる温かい思いやりに満ちた
ものであり、そこには勇気と誇りにつながる強い意
志が託されている。
　工学部創立100周年を迎え、關盛治から五十嵐
直雄に流れる「母校愛」を今のわれわれは受け継ぎ
たい。

五十嵐直雄スケッチ「ラトガース大学」1980 年


